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【予潮】開発の背景

• 沿岸漁業では、「経験」と「勘」を頼りにした操業が続いており、
漁業資源の変化だけでなく、不安定な燃料費、魚価安、餌料費の
高騰、就労者の高齢化、後継者不足などが発生

• 沿岸海域の水質や潮流の変化を正確に予測することにより、出漁前
に燃料費や漁獲量が見通せる計画的な産業へ変貌させたい

水産庁事業「ICTを利用した漁業技術開発事業のうちスマート沿岸漁業推進事業」内で開発し、
改良を続けている【予潮】
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【予潮】開発の目的
• 漁場形成は海況（水温や潮流など）と密接な関係
• 海況変化を正確に予測できれば、出漁前に燃費や漁獲量が見通せ
る計画的産業への変貌

• 正確に海況予報をするためには、多くの観測データが必要
• 沿岸域は観測の空白地帯がある

4

• 漁場現場で観測を実施する漁業者参加型の海洋観測を展開
• スマホ等で計測結果表示、サーバーに自動転送（isowアプリ）
• 観測データにより海況予測精度の向上
• 向上した海況予測結果を漁業者へ配信するアプリ【予潮】を開発



【予潮】実施体制
• 水産庁事業を中心とした成果を継承し、さらに発展させるため、
スマート沿岸漁業ネットワーク（SmartFisyaeryNetwork）にて活動中
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• 水産資源の減少、漁獲量の減少、魚種・漁場の変化
• 資源管理のための漁獲制限（TAC, IQ）
• 今後は決められた漁獲枠の中で、いかに効率的に操業できるかがカギ
⇒ICT技術を活用したスマート漁業による省力化、効率化、デジタル化

•漁業者による海洋観測網の充実
•衛星が苦手とされる沿岸域や海洋
内部の情報も収集可能に

水温塩分計 潮流計

•漁業者は自身の観測結果を
タブレットで確認

•観測データに基づく操業
（網の投入水深の設定等）

漁業者による
海洋観測網

クラウドサーバー

スーパーコンピューターによる
海況予測計算

衛星データ

調査船データ

•海況予報情報をタブレットで確認
•操業計画（出漁判断、帰港判断、漁場ルート）
•操業活用（漁場探索、網の投入水深・時間）

•観測値を同化して予報精度向上
• 7日先まで1時間毎、任意深度の
潮流・水温・塩分の予測値を計算

•時空間的に欠損値がない情報
•アーカイブ情報から漁の振り返り
にも活用可能

海況予測アプリ【予潮】
によるフィードバック

観測データの操業活用

【予潮】活用方法
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【予潮】漁業者参加型の観測

水温塩分計

• 漁業者自身が観測データを取得し、 海況予測精度向上に貢献

• 操業現場での簡易CTDを漁具に付けたり、上げ下ろしでデータ観測

• NMEA出力が可能な潮流計データ活用

• Bluetooth接続可能なisowアプリで、自動的にサーバーに接続

• 観測データ自体も有効活用可能
（水温データ、塩分データなど）
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潮流計



【予潮】導入による効果
• 出漁するかどうかの検討がしやすくなり、無駄な出漁がなくなる。
• 潮流が分かるので航路の検討がしやすくなり、燃料代が削減できる。
• 漁場を探す時間が短くなり、燃料代が削減できる。
• 海中の水温がわかり、針や網を入れる水深設定が容易となる。
• 数時間後の水温や潮流がわかるので、帰港判断が適切にできる。

操業の効率化を実現
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【予潮】利用者の声
• 翌日の漁場位置を決めるのに大変役立っている
• 潮止まりや方向が変わる時間がわかり、漁具を投入するのに役立っている
• 表面だけでなく中層や底層のデータを見ることが出来るのは画期的
• 出漁回避判断、漁を早く切り上げる判断に利用している

燃料費削減効果や労働時間削減効果がみられている
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スマート化効果（単位漁獲量当たりの燃油使用料×出漁時間）が
15％以上も減少されたとの報告あり



【予潮】機能紹介
• AndroidタブレットやAndroidスマホに導入
• 海況情報として漁業に有効な潮流、水温、塩分情報を地図上に重ね合
わせ、日時や水深を切替えて参照可能

• 水温・塩分はカラーバー、潮流は矢印の大きさや流れを表現しており
分かりやすい表示

• 1時間間隔で最大７日先の海況予測情報を提供
• 表示領域の拡大、縮小など直感的な操作
• ZT（時間-鉛直断面）潮流、塩分などの表示可能
• 指定した場所へ移動できるブックマーク機能
• GPSプロッタの一部機種データ取込・表示対応
• 電波の届かい場所でのオフライン機能
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【予潮】対応海域

• 日本海北海域
• 日本海東部
• 日本海西部
• 九州北部海域
• 東シナ海域
• 四国海域

日本海北海域

日本海東部

日本海西部

九州北部海域

東シナ海域 四国海域

九州大学開発の海況モデルDRAMSを中心に
当社でも海況モデル開発
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【予潮】機能-コンテンツ画面構成-
①表示海域

②カラーバー

③画面中央値情報

④画面中央カーソル

⑤日時切替

⑥表示情報
切替

⑦追従モード
切替スイッチ

⑧座標入力
移動

⑨地図
拡大縮小

⑪海域自動切換
スイッチ

⑫再読込

⑬通信状況

⑭ GPSプロッタ
表示

⑮ブックマーク

⑯水深切替

⑰ＺＴ
グラフ表示

⑩海域選択
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【予潮】機能-日時切替、水深切替-

1日後 2日後 4日後3日後 5日後

水深9m 水深21.3m 水深63.5m水深39.5m 水深99m

日時切替

水深切替
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【予潮】まとめ１
スマートフォン等のICT（情報通信機器）を活
用して、出漁した海域の情報をサーバーに送り、
沿岸流域計算モデルから周辺海域の漁場を分
析・予測する。

・天気（気圧配置、風、雨、波浪）
・潮（大潮、中潮、小潮）
⇒ 経験に基づいた出漁判断

出 漁 前
（自宅）

・漁況情報FAX
・衛星情報（前日の表層水温）

⇒ 経験に基づいた漁場決定

出漁準備
（港）

・海の状況（目視・潮流計・水温)
・魚群（魚探エコー）

⇒ 魚群をみながら漁具投入

操 業
（漁場）

・リアルタイム天気情報（雷・竜巻）
・過去の観測データを取り込んだモデル計算による７日
先までの海況予報（水温、潮流分布等）
・過去の電子日誌に基づいたAIによる漁場推定
（豊漁時の潮目・水塊の出現場所の推定）

⇒ 自宅にいながら出漁判断・漁場決定
⇒ 資源管理に配慮した操業計画

・ 漁業者自身による観測 (水温、潮流等）
・ プロッター・タブレットによる電子日誌

⇒ 翌日以降の予報のためのデータ取得

・ 観測データ等を陸上サーバーに自動転送
⇒ 電子日誌によるAI学習の強化
⇒ 実測データに基づいた翌日以降の予報

・漁業日誌の整理
・翌日の出漁準備

これまでの沿岸漁業 これからのスマート沿岸漁業

帰 港
（港）

出漁・観測

クラウド
AI

データ送信 海況予測
漁場推定

出漁判断
漁場決定

スマホ
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【予潮】まとめ２
• AndroidのタブレットやAndroidスマホに導入
• 漁業者自身が観測データを取得し、海況予測精度が向上した予測結果
を配信

• 海況情報として漁業に有効な潮流、水温、塩分情報を地図上に重ね合
わせ、日時や水深を切替えて参照可能

• 最大７日先の海況予測情報を提供
• 100千円/年間で利用可能。観測データ提供者には割引価格設定。

15


